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課題Ｄ（社会脳）
社会性障害（自閉症、統合失調症等）の
解明・診断等に資する先導的研究

2020

課題G（神経情報基盤）

複雑かつ多階層な脳機能を解明するために、脳の多種類・

多階層情報を集約化・体系化した技術基盤を構築

課題F（健康脳）

精神・神経疾患の発生の仕組みを明らかにし、診断・治療・予防法の
開発につなげる

課題Ｅ（生涯健康脳）
心身の健康維持機構や健康の範囲を逸脱するメカニズム等を
明らかにし、精神・神経疾患等の予防・治療法に資する研究

霊長類モデル

霊長類モデル動物の創出・普及体制の整備

BMI技術

ＢＭＩ技術を用いた自立支援、精神・神経疾患等の克服に向けた研究

身体機能を

回復・補完する技術の
開発、精神・神経疾患の
革新的治療法の開発

社会性障害の
解明・診断法の開発

精神・神経疾患の発症メ
カニズムの解明、診断・
治療・予防法の開発

脳科学分野に
革新的な成果
をもたらす

研究基盤を構築

革新的技術による脳機能ネットワークの全容解明プロジェクト（革新脳）

霊長類脳の構造・活動・機能マップを作成することによりヒトの高次脳機能と
その障害としての精神・神経疾患の理解と治療戦略創出に向けた研究

2023年
度まで

脳機能ネットワーク全容
解明による精神・神経疾
患の新規診断・予防・治

療法の開発

脳機能ネット
ワークの全容解
明プロジェクト

認知症、うつ病等、
発達障害の克服に
向けた研究開発

臨床と基礎研究の連携強化による精神・神経疾患の克服（融合脳）

基礎と臨床のシームレスな研究開発の仕組みのもとで既存の成果を活
かし、認知症、うつ病等、発達障害の克服を目指す

：今回審議する研究開発課題 ：事前評価 ：中間評価 ：事後評価

『社会に貢献する脳科学』の実現へ：
脳の情報処理理論の確立と応用
ヒトの高次脳機能とその障害として
の精神神経疾患の理解と治療戦略
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